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平成３０年度から小中一貫教育を全市一斉導入して以来、９年間の学習を系統的・継続的に行うこと、

教師と子ども、学校と家庭、地域のかかわりを大切にすることなど、「学びをつなぐ」「大志をつなぐ」

「人と人をつなぐ」という３つの「つなぐ」をキーワードに、具体的な取組を実践してきました。 

その間、令和３年度に「小中一貫教育全国サミット in 北広島」を開催し、義務教育９年間を通して子

どもたちの「生きる力」を育む小中一貫教育の成果を発表し、全国より高い評価をいただきました。さ

らに令和５年度に、全市小・中学校でコミュニティ・スクールを導入し、親和性の高い小中一貫教育と

コミュニティ・スクールを基盤として、各中学校区において家庭・地域と目指す子ども像を共有し、義

務教育の９年間を通した連続的・系統的な教育を進め、確かな学力と豊かな人間性・社会性を身につけ

た、未来を拓くたくましい子どもを育成してきました。 

また、昨年５月には新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行され、様々な学校教育活動が流行

前に近い状態で実施できるようになり、子どもたちが安心して充実した学校生活を送るため、各小中学

校区の特性を生かした日々の授業実践や研修・研究活動など、様々な取組が行われました。 

昨年１２月に実施した児童生徒

アンケート結果では、「学校が楽し

い」「自尊感情」「社会貢献度」「規

範意識」の質問について、小中一貫

教育の全市導入前の平成２９年度

の結果と比較し、肯定的な回答の増

加が見られ、中学校区における児

童・生徒の指導の一貫性が結果とし

て現れていると考えています。 

来年度の本市学校教育の推進方針における学校教育の重点は、「持続可能な社会の創り手を育む教育

～コミュニティ・スクールを基盤とした小中一貫教育の取組を通して～」と定めました。将来の予測が

困難なＶＵＣＡ（ブーカ）と言われる時代において、一人一人のウェルビーイングを実現していくため

には、未来に向けて自らが社会の創り手となり、課題解決などを通じて持続可能な社会を維持・発展さ

せていくことが求められています。そのために、コミュニティ・スクールを基盤とした家庭・地域・学

校等の連携「横の小中一貫」と、小学校と中学校の連携「縦の小中一貫」との一体化した取組を通して、

学びを保障し、子どもの個性やよさを十分に伸ばし、社会性等を育み、社会の持続的な発展を生み出す

人材を育成していかなければなりません。 

これまで積み重ねてきた小中一貫教育は本市における特色ある教育として位置づけ、教職員の皆様と

一体となり、可能性をより一層広げていきますので、引き続きご理解とご協力をお願いします。 
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ｱﾝｹｰﾄ項目

H29 R5 H29 R5

学校が楽しい 84.1% 88.3% 82.8% 87.0%

夢や目標 89.5% 89.3% 69.7% 82.7%

自尊感情 74.1% 81.4% 64.5% 83.1%

社会貢献度 93.8% 96.6% 92.0% 95.8%

規範意識 87.3% 94.0% 91.8% 96.2%

小学校 中学校

肯定的な回答の割合



 
 

 

１．令和５年度の小中一貫教育 

 西部中校区ではこれまでの蓄積を土台に『小中一

貫教育の漸進』を目指し、家庭学習の強化や乗入授

業、生徒指導事例の共有、合唱鑑賞を通じた文化交

流などの取組を進めてきました。 

 校舎が隣接するメリットを生かし、乗入授業と合

同授業は延べ 16 回実施し、体力テストの結果の向上

や小６児童の中学校に対する意識の変化など大きな

成果がありました。 

 
 以下の写真は 11 月に実施された CS 災害図上訓練

の様子です。小中一貫サミットでは「Do はぐ」とし

て実施しましたが、今年度は児童・生徒の活動を活

発にするとともに、CS 委員の関わりを強化すること

をねらい「DIG」をベースにした授業として再構成し

ました。このようにこれまでの実践に改善を加えな

がら一層の充実を図っています。 

  

 

 また、職員同士が顔を合わせて交流する機会も意

図的に増やしました。第 2回の小中一貫会議では、小

中の教職員が集まって１時間、西部中校区の児童生

徒の姿を３つのテーマ（小中一貫教育・学習指導上

の課題・生徒指導上の課題）に沿って語り合いまし

た。校舎が隣接しているとは言え、小中の全職員が

顔を合わせて交流する機会は多くありません。児

童・生徒の実態や日常実践の中で感じている課題に

ついて共通理解を図る機会となりました。この日に

交流した一人一人の意見はオンラインホワイトボー

ドに記録し、後日、通信として還流しました。 

 
 

２．成果と課題 

 
 多くの成果のあった令和５年度ですが、課題もあ

ります。低学年への小中一貫教育の浸透や主体的に

学ぶ姿を育てる授業や家庭学習の在り方などです。 

 
 令和６年度は、今年度の成果を継続しながら、課

題である低学年への小中一貫教育の浸透や主体的な

学びの促進に力を注ぎます。次年度も、小中一貫の

連携を強化し、より良い教育環境を築くために西部

小・西部中、一体となって全力を尽くします。 

（文責：西部小学校・山本） 
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